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「平成２９年度愛知県ユネスコスクール交流会」の参加者を募集します 

～ＥＳＤ活動に取り組む子どもたちの輝く笑顔に出会えます！～ 

 

 

 

    

 
 
１ 目的 

交流を通して子どもたちの学ぶ意欲を高め、学校を中心としたＥＳＤ活動の充実を図る。また、持
続可能な社会づくりに向けた活動を広げていく契機とする。 
 

２ 日時 
  平成２９年１０月２９日（日）正午から午後３時まで （雨天決行） 
 
３ 場所 
  東海市芸術劇場・大屋根広場 東海市大田町下浜田１３７番地（TEL 0562-38-7030） 
 
４ 参加者・参加人数 

ユネスコスクールを中心とした児童生徒、教職員、一般県民 約５００名（事前申込は不要） 
 

５ 内容・日程（予定） 
 

時刻 内 容 備 考 

12:00 

 

 

12:45 

12:50 

 

 

ポスターセッション 

 

 

開会行事 

基調講演 

「ほんとうの環境問題」 

（講師）生物学評論家、早稲田大学教授 

           池田
い け だ

 清彦
きよひこ

 氏 

活動のポスター掲示・発表 

（会場）４Ｆホワイエ 

【発表】小・中・高等学校 計９校 

 

 

13:45 

 

 

 

14:45 

 

 

15:00 

分科会 

・ユネスコスクール活動発表 

・ディスカッション 

 

まとめ 

 

 

閉会 

（会場）３階大ホール、リハーサル室、 

    ４階中練習場１ 

【発表】小・中・高等学校 計７校 

 

【指導講評】 

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU） 

 教育協力部 兼 人物交流部 部長  

          進藤
しんどう

 由美
ゆ み

 氏 

※ 来場者との交流を促すワークショップを大屋根広場にて並行して実施します。 

 

 

 全国一の規模を誇る愛知県のユネスコスクールの支援とＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）

活動の広がりをねらいとして、日頃ＥＳＤ活動に取り組む小学校、中学校、高等学校、特別支援

学校が集う交流会を開催します。交流会では、ＥＳＤ活動の紹介を通じて、持続可能な社会づく

りの重要性について未来を担う子どもたちが学び合います。ここに集う子どもたちの輝く笑顔は、

来場者の心にＥＳＤ活動の大切さと未来への希望を届けてくれるはずです。 

２３ 平成２９年９月２２日（金） 

 愛知県教育委員会生涯学習課 

 青少年教育・女性指導者支援グループ 

 担当 彦坂、横井 

 内線 ３９４３、３９４５ 

(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)０５２－９５４－６７４９ 
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６ 発表予定校等（順不同） 

（１）ポスターセッション（９校） 

・ 江南市立宮田
み や だ

小学校      ・ 東浦町立藤江
ふ じ え

小学校 

・ 名古屋市立丸の内
まるのうち

中学校      ・ 岡崎市立新香山
しんかやま

中学校        

・ 名古屋市立北
きた

高等学校       ・ 名古屋市立山田
や ま だ

高等学校       

・ 名古屋市立名古屋商業高等学校   ・ 中部大学第一高等学校 

・ 豊橋中央高等学校 

（２）ユネスコスクール活動発表（７校） 

・ 北名古屋市立師勝
し か つ

小学校    ・ 半田市立有
あり

脇
わき

小学校       

・ 西尾市立西尾
に し お

小学校      ・ 豊橋市立前
まえ

芝
しば

中学校 

・ 名古屋国際中学校       ・ 名古屋市立工業高等学校 

・ 愛知県立豊田東
とよたひがし

高等学校 

（３）ワークショップ（７団体） 

・ 名古屋市立名古屋商業高等学校 ・ 中部大学第一高等学校 

    ・ ＥＳＤコンソーシアム愛知   ・ あいち自然観察会 

    ・ 日本冒険教育協会       ・ あいちの未来クリエイト部 

    ・ もりの学舎
まなびや

 

（参考） 

１ ユネスコスクール 

  世界の加盟校：182 か国、約 10000 校、日本の加盟校：1037 校（2017 年 5 月現在）、愛知県の加盟校数 163 校（2017 年 5 月 

 現在）。ユネスコスクールは、ユネスコ憲章に示されたユネスコの理想を実現するため、昭和 28（1953）年に創設され、①地球規 

 模の問題に対する国連システムの理解、②人権、民主主義の理解と促進、③異文化理解、④環境教育、といったテーマについて、 

 質の高い教育を実践する学校です。 

２ 池田 清彦 氏 プロフィール 

 生物学者、早稲田大学教授。1947年東京に生まれる。東京教育大学理学部生物学科卒、東京都立大学大学院理学研究

科博士課程生物学専攻単位取得満期退学、理学博士。山梨大学教育人間科学部教授を経て、現在、早稲田大学国際教養

学部教授、山梨大学名誉教授。高尾５９９ミュージアム名誉館長。専門の生物学分野のみならず、科学哲学、環境問題、

生き方論など、幅広い分野に関する 70冊以上の著書を持つ。新聞、雑誌、テレビなどでも活躍している。 

 現在、フジテレビ系「ホンマでっか！？ＴＶ」に出演中。また、「まぐまぐ」で、メルマガ『池田清彦のやせ我慢日 

 記』（http://www.mag2.com/m0001657188）を隔週で配信中。 

  著書:『構造主義生物学とは何か』、『構造主義科学論の冒険』、『「進化論」を書き換える』、『やがて消えゆく我が身なら』、『新し 

 い環境問題の教科書』、『すこしの努力で「できる子」を作る』『この世はウソでできている』『生物学の「ウソ」と「ホント」：最 

 新生物学８８の謎』ほか。最新刊は『進化論の最前線』。 

３ 公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ＡＣＣＵ：Asia-Pacific Cultural Centre for UNESCO） 

  ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の基本方針に沿って、アジア太平洋地域諸国の文化の振興と相互理解に寄与することを 

 目的に日本政府と民間の協力により設立。ユネスコと緊密な連繋を図り、アジア太平洋地域ユネスコ加盟国と協力し、教育協力、 

 人物交流、文化協力の分野で、現地のニーズを反映した具体的な地域協力事業を数多く推進している。 

 


